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Crown English Communication II, p. 5. 

Lesson 1 

Around the World on a Bike 

 

Hirata Oriza is one of Japan’s most famous playwrights.  When 

he was just 16, he made a 16-month around-the-world trip on 

a (1)bicycle.  Soon (2)after the trip, when he was 18, he wrote a 

book about it. 

－1 

I’ve always loved bicycles and traveling, even 

when I was a kid.  When I was 13, I made a plan to 

cycle around the world. I told people I was going on 

a world tour, but no one would take me (3)seriously.  

They would say, “Forget your silly dreams.  Keep 

your feet on the ground.”  But that didn’t stop me.  

If I succeeded, fine. (4)If not, I would learn to live with 

failure.  My motto is: “Flexibility and optimism.” 

I began to plan seriously.  I decided to go to a  

night high school so I could work during the 

day to make money for the trip.  I worked in a 

ramen shop, in a bakery, and as a newspaper 

boy. Luckily, my parents supported me.  They 

respected my wish to be independent. 

I took a two-year (5)leave from my high 

school.  I bought a new bicycle, picked up my 

passport, and got an airplane ticket to Los 

Angeles.  On May 5, 1979, I was on my way. 
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Lesson 1— Lead 

(1) bicycle , p.191. 

 
・ 語義に続き、二重丸かっこを使って  

(くだけてbike)と記されているのに注意

させる。章のタイトルにも使われている

bike が主にくだけた場面で使う同義語で

あることを確認させる。紙の辞書なら 2 ペ

ージ先の p. 193 に bike があるのでチェッ

クさせて，教科書のこの章では「オートバ

イ」を意味する bike ではなく，「自転車」

の意味で使われていることを確かめさせ

る。

・ 発信力をつけるため，基本的な名詞はよく

使われる語句との組み合わせ（コロケーシ

ョン）で覚えさせたい。辞書の第 5 用例が

教科書本文と同じ on a bicycle を使ってい

るので参照させ，「自転車で」という表現に

前置詞 on が使われることをチェックさせ

る。第 4 用例までは動詞とのコロケーショ

ンが示されているので確認させるとよい。 

・ 辞書の第 5用例は角かっこ[  ]を使って by 

bicycle と言い換え可能であることを示し

ているので確かめさせる。by では不定冠詞

の a は付かないことにも注意させる。 

・ コラムには発信に使える表現が出て

いるのでチェックさせると語彙への興味

も深まる。 

 

・ 「手段」を表す on を理解させるため，前

置詞 on (p.1341)の手段・原因というサイ

ンポストをチェックさせる。さらに〚 〛

に示された大まかな意味・用法で〚移動〛

と示されている語義 11 に注目させ，自転

車の用例が出ている語義 11bに導き，個人
の移動手段として「…を使って」という意

味を表していることを確認させる。 

  

 

(2) after 1b, p. 39. 

 

・ 教科書本文(soon after the trip)では after

の前後に違う語句があることから，A 

after Bという文型表示がある語義 1bに
導く。A の部分が soon であることから「B

のあと A〈すぐに・間もなくなど〉」と記さ

れた語義の後半部分を確認させる。

・ 辞書の第 1 用例をチェックさせ，教科書本

文と同じ soon after … がよく使われる表

現として太字で示されていることに注意

させる。また角かっこ[  ]を使って shortly

と示されていることから，soon と shortly

は言い換え可能であることに注意させる。 

・ 語義に続いて soon の他によく使われる語

句がコーパスのロゴを使って示されてい

るので確認させるとよい。 
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Lesson 1— Section 1 

(3) seriously  take A seriously, p. 1708. 

 
・ は１つしかないのですぐに参照させ

ることができる。山形かっこ〈  〉を使っ

て A の部分には「人や物」が来ると記され

ているのに注意させる。教科書本文では A

の部分が me となっているので，ここでは

「私の(言う)ことを深刻に受け止めて[ま

ともに取りあって]くれる人はいなかった」

という意味になることを理解させる。 

・ 成句義に続いて（↑2）と記されているので
語義 2 を調べさせる。辞書の第 1 用例が

take A seriously の受け身文 (A は the 

(opinion) poll)になっているのでチェック

させる。take A seriously の A が物(this 

problem)になった例は教科書脚注 8 にも

出ているので比較させるとよい。 

 

(4) if If not, p. 968. 

 

・ if を使った成句はたくさんあるので用法や

意味を調べ，しっかりと覚えさせたい。教

科書本文が If I succeeded と if 節を使って

いることを確認させる。〚 〛に示された

大まかな意味・用法の部分で「if を用いた

文や yes-no 疑問文の後で」と記している

成句義(1)を参照させる。 

 

・ 辞書の用例と用例訳を教科書本文と比較

させ，教科書のこの部分が「もし私が成功

すれば，それは申し分ないだろう。もし成

功しないなら[しなくても]，私は失敗を受

け入れることを学ぶであろう」という意味

になることを理解させる。 

・ 成句義(1)の直後に(⇔if so)という反義語へ

の参照指示が付いているのでチェックさ

せる。成句義や辞書用例から if not と反対

の意味で使われていることを確かめさせ

る。 

  

 

(5) leave2 1, p. 1096. 

 

・ 同じつづり字で語源が違う語がある場合

は右肩に数字で示されていることを確認

させ，leave には leave1, leave2, leave3が

あること，教科書本文では a two-year 

leave と不定冠詞，形容詞に続いて用いら

れているので名詞であることから leave2

を参照させる。 

・ 教科書本文では不定冠詞の aを伴っている

ことから語義1のの語義をチェックさせ

る。辞書の第 2 用例が教科書本文と同じく

動詞 take や期間を表す語と共に用いられ

ているので参照させ，教科書のこの部分が

「2 年間，学校から休暇期間をとる[休学す

る]」という意味になることを確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 6. 

 
－2 

On May 7, I started on my bicycle tour from 

the Los Angeles airport. When I stopped at a traffic 

light, I heard someone calling, “Hi!  Where are you 

(1)headed?”  It was a young man on a bicycle. 

I said, “New York!” 

Looking a little (2)puzzled, he said, “Where did 

you say you’re going?” 

“New York.” 

“New York!” he repeated. 

I could hardly understand his English; all I 

could (3)figure out was that his name was Dennis and 

that he was inviting me to his house.  After a 

moment’s (4)hesitation, I accepted. 
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Lesson 1— Section 2 

(1) head 2, p. 900.

 

・ 教科書本文では -ed がついて動詞として

の語尾変化をしていることから，ここでは

名詞の head ではなく，動詞であることに

注意させる。 

・ 教科書本文では，場所を表す疑問詞 

(where)と共に使われていることと，受け

身文であることを確認させたい。用法指示

にbe ～ed+と受け身の形が示されて

いる語義 2へ導き，の説明に「は方向・
場所などの表現」を記されていることを確

認させ，教科書本文では「向かう，進む」

という意味になることを確認させる。 

・ 二重丸かっこを使って主に米と記さ

れているので，主にアメリカ英語の用法で

あることをチェックさせる。 

 

(2) puzzled  1, p. 1532. 

 

・ 教科書本文では分詞構文の中で使われて

いるが，主文の主語がheであることから，

省略されている主語が人を表しているこ

とを確認させる。一緒に用いられることの

多い名詞に関する情報(選択制限)が〈  〉を

使って示されているのでチェックさせて，

主語として人を取ると記した語義1へ導く。 
・ 辞書の第 3 用例が教科書本文と同じ look

を用いたものになっているので参照させ，

教科書のこの部分が「少し当惑した表情を

して[とまどいを見せて]」という意味にな

ることを理解させる。 

・ 紙辞書ならすぐ上の他動詞 puzzle も参照

できるので2つの語を比較させて，puzzled

という形容詞が puzzle という動詞から派

生したことを確認させるのもよい。 

 

 

(3) figure  figure A out, p. 710. 

 

・ 教科書本文では all が代名詞で，後ろに目

的格の関係代名詞 thatが省略されており， 

I could figure outの目的語に相当すること

を確認させ，自動詞の figure out ではなく

他動詞の figure A out を参照させる。 

・ 他動詞用法も自動詞用法も重要成句を示

すアステリスク(*)がついていること，二重

丸かっこを使ってくだけた表現だと記

されていることにも注意させる。 
・ 教科書本文では助動詞 couldと共に用いら

れていることをチェックさせる。辞書の第

1 用例が can’t を使っていることから成句

義(1)を参照させ，教科書のこの部分が「理

解できたのは…ということだけだった」と

いう意味になることを確認させる。 

 

(4) hesitation  1, p. 916. 

 

・ 教科書本文では a moment’s hesitation と

不定冠詞を伴っていることを確かめさせ

る。のロゴに続いて具体例では a (…) 

～という用法指示があるのに注意させて，

教科書のこの部分では著者が実際に感じ

た「一瞬の(moment’s)ためらい」を表して

いることを理解させる。 

・ 第 3 用例が after を使っている語義 1へ導
き，教科書本文が「一瞬のためらいの後に」

となることを確認させる。 

・ (2)の puzzled と同様に，紙辞書ならすぐ上

の自動詞 hesitate も参照できるので 2 つ

の語を比較させて，hesitation という名詞

が hesitate という動詞から派生したこと

を確認させることができる。 
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Crown English Communication II, p. 7.

 

Dennis was sharing a house with a friend and 

his wife, who (1)happened to speak Japanese.  I had 

dinner with them—fried chicken and fried potatoes 

with ice cream for dessert.  Dennis took out 

something for me to read: it was a list of people who 

supported traveling cyclists.  Dennis explained 

that I could stay in any one of their homes with 

free meals. 

The directory was very useful.  While cycling 

across America, I made full (2)use of it, visiting 20 

homes and meeting many friendly people.  Meeting 

Dennis and receiving this great gift on the (3)very first 

day of the trip made 

me wonder at the 

mystery of human 

life.  So much of life 

(4)depends on luck and 

chance. 
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(1) happen 3, p. 879.

 

・ 生徒は happen といえば「…が起こる」と

最初から思い込みがちなので，語が使われ

る形と意味をセットにして学習させたい。

教科書本文では happened to speak と to

不定詞が続いていることを確かめさせ，

happen to doという文型表示がある語

義 3へ導く 

・ 意味が「…が起こる」ではなく「偶然[たま

たま，ちょうど]…する」であることを確か

めさせ，教科書のこの部分では「たまたま

日本語を話した」という意味になることを

理解させる。 

・ 太字になっている辞書の第 2用例をチェッ

クさせる。happen to know は，用例の

注記にあるように控えめな質問としてコ

ミュニケーションの場でよく使われるの

で，用例・用例訳を確認させる。 

  

 

(2) use  make (…) use of A, p. 2082.

 

・ 動詞の use と同じく「利用する，使う」を

意味する成句であることを確認させる。二

重丸かっこを使って書と記されてい

るので，動詞の use に比べ，主に書き言葉

で用いられる句であることをチェックさ

せる。

・ use の前に修飾語句を置くことで「…に利

用する」という表現が可能であることに注

意させる。コーパスを使って見つかった事

実を記しているコーパスの注記に，よく用

いられる修飾語句がリストされているが，

そこに教科書本文で使われている fullも含

まれていることを確認させる。辞書の 2 つ

の用例から他の修飾語句もチェックさせ

るとよい。 


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(3) very  2, p. 2095. 

 

・ very にある「大変，非常に」以外の意味を

調べさせたい。語義 2 にはの最上級, 

first, last, same, next, opposite や own の

前で強調してという用法指示があり，教

科書本文の very first が該当することを確

かめさせる。 

・ 語義や辞書の用例訳をチェックさせ，教科

書本文が「まさに初日に」という意味にな

ることを確認させる。 

・ 辞書の第 1, 2, 4 用例は太字で示されてい

る頻出表現なので確かめさせる。 

 

 

(4) depend 1, p. 504. 

 
・ 教科書本文で depends on luck and chance

と前置詞 on，名詞 luck, chance が後続し

ていることを確かめさせ，文型表示が

depend on [upon] Aとなっている語義 1，
2a，3aに注目させる。 

・ 教科書本文では主語が人ではなく，事(so 

much of life)であることを確かめさせる。

一緒に用いられることの多い名詞に関す

る情報(選択制限)が訳語部分に〈  〉を使っ

て示されているのでチェックさせる。語義

2a, 3aは人を主語としてとるが，語義 1は
人・物・事のいずれも主語にとると記され

ていることから語義 1に導く。 

・ を使った注記を調べさせ，進行形にはし

ないこと，upon を使って言い換えられる

がかたい響きになることを確かめさせる。 

・ 辞書の第 1 用例や用例訳を参照させて，教

科書本文が「人生のとても多くは，運や偶

然によるのである」と述べていることを理

解させる。 
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Crown English Communication II, p. 8. 

 
－3 

During my bicycle tour, there were good days 

and bad.  I was always getting (1)flat tires: 18 times!  

And weather was sometimes a problem.  People 

were helpful—but not always. 

Most days I slept in a tent.  In Spain, it rained 

day after day. One morning, when I woke up 

everything was wet, even my sleeping bag.  I had to 

move to a hotel. 

In Cambridge, England, when I was writing 

in my diary, someone began to (2)throw stones at my 

tent.  I heard kids singing a song that seemed to 

make fun of Asians. Was it (3)racial discrimination or 

was it just a joke?   I reminded myself that I had 
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Lesson 1— Section 3 

(1) flat1  4a, p. 728.

 

・ flat は同綴りで語源が違う語があるので，

flat1, flat2 と右上の小さな数字で区別され

ていることをチェックさせる。教科書本文

が tire を修飾していること，また文脈から

flat2「アパート」の意味では合わないこと

を確認させて flat1へ導く。 

  

・ 一緒によく使用される名詞を示した山形

かっこ〈  〉に教科書本文と同じ「タイヤ

(tire)」が示された語義 4a を参照させる。

辞書の用例が教科書本文でも使用されて

いる getを使っているので意味を確かめさ

せる。辞書の用例では角かっこ[  ]を使っ

て have でも言い換え可能であると記され

ていることにも注意させる。 

 

(2) throw 1, p. 1978.

 

 

・ 意味を理解することには問題がなくても，

共に使われる前置詞の情報や類義語との

違いを意識させたい。まずは教科書本文と

同じ stone を使った用例(第 2 用例)がある

語義 1に導く。 

・ 山形かっこ〈  〉を使って主語に来る名詞

が「人」であること，また二重山形かっこ

で囲って「目がけて/…の方へ」と表現

する場合，前置詞はそれぞれ at と to を使

うことが示されているのでチェックさせ

る。教科書本文では at を使って「私のテン

ト目がけて投げはじめた」と述べているこ

とを確認させる。

・ 語義 1に続くには「投げる」という日

本語に相当するいくつかの動詞の意味の

違いが説明されているのでチェックさせ

るとよい。

 

(3) racial 1, p. 1544. 

 

・ 見出し語の右にある→race2という語源

欄の記述から，racialという形容詞は race2

から派生した語であることを確かめさせ

る。race2の意味が race1の「競走，レース

ではなく「人種」であることをチェックさ

せる。 

  

・ の前でという用法指示から限定用法

で用いられる形容詞であることを確かめ

させる。 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じである

ことを確かめさせる。辞書にある他の用例

も参照させて，共に使う典型的名詞のイメ

ージを把握させる。 
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Crown English Communication II, p. 9. 

 

good friends in England 

and decided not to get 

angry. But it was a dark 

night for me. 

In France, I lost 

my passport. Luckily, 

some honest person 

(1)turned it in to the police. 

I got it back a few days 

later. Along the way, I 

was often impressed 

with the kindness of 

strangers. 

In Milan, Italy, all my belongings were stolen.  

I felt very sad and even (2)thought of quitting the tour.  

Then I remembered all the acts of kindness I had 

experienced and decided to keep on going. 

I visited 26 countries, riding about 20,000 

kilometers.  On September 17, 1980, I came back 

home (3)safe and sound. 
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 (1) turn  turn A in, p. 2041.

 

・ turn のような基本的な動詞には前置詞・副

詞と組み合わさった句動詞が多いので，教

科書に出てくるたびに確認させたい。turn

と in からなる成句は３種類(turn in, turn 

in A, turn A in [in A])あるが，教科書本文

の形(turn it in)と合っている turn A in [in 

A]を参照させる。重要成句として赤いアス

テリスク(*)が付いていることにも注意さ

せる。 

・ 教科書本文が失くしたパスポートの話を

していることから成句義(1)を参照させる。

「警察などに」と表現する場合，前置詞は

to を使うと二重山形かっこで囲って

示されているのをチェックさせて，教科書

本文と合っていることを確認させる。 

・ 成句義番号に続いて二重丸かっこを使

って くだけてと記されていることから，

くだけた表現であることに触れるのもよ

い。 

 

(2) think  think of doing, p.1968.

 

 

 

・ (1)で調べさせた turn と同様に，使われる

形と意味の両方をしっかり意識させたい。

成句見出しには think of [about] doing と，

角かっこ[  ]を使って of の代わりに about

も用いられることを示しているので注意

させる。 

・ 成句義(1)と(2)を比べさせて，「旅をやめよ

うとさえ考えた」という意味になる成句義

(1)の方が教科書本文のこの部分に合って

いることを確かめさせる。 

・ の注記に，「まだ決心はしていない」と説

明されているのをチェックさせる。教科書

本文では後続する文から結果的には旅を

やめるという決心には至らず，旅を続けた

ことを確認させる。 

 

(3) safe 3, p.1650.

 

・ 辞書の第 2 用例が教科書本文と同じ safe 

and sound になっている語義 3に導く。こ
のコロケーションが重要表現として太字

になっていることもチェックさせる。用例

訳から「無事(に)」という意味になることを

確かめさせる。 

・ で示された注記に共に使われる動詞が

リストされているのでチェックさせる。教

科書本文と同じ come も出ているので確認

させる。 

・ sound が「音」という意味の名詞(sound1)

ではなく，形容詞(sound2，p. 1810)なので

合わせて調べさせるのもよい。語義5に「健
全な，健康な」という意味があるので，教

科書本文の内容と合っていることを確認

させる。 
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Crown English Communication II, p. 10. 
 

－4 

Back in Japan, I (1)remember people asking me 

the same question: “What did you learn from the 

trip ?”  I always found myself hard put to answer.  

It is true that I visited a (2)number of countries, and 

this experience would (3)turn out to be useful for 

the rest of my life.  I also made lots of friends, while 

learning to live on my own. 

I know that people wanted to hear big 

generalizations. But I simply couldn’t say something 

like: “Life is hard, so we have to learn to live with 
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 Lesson 1— Section 4 

 (1) remember  1b, p. 1586.

 

・ 語がどのような形で使われているかを常

に調べる習慣をつけさせたい。教科書本文

が remember people asking …となってい

ることから，重要文型表示が remember 

(A [A’s]) doingとなっている語義1bを
チェックさせる。丸かっこ(  ) は省略可

能な要素を，角かっこ[  ] は言い換え可

能な要素を示していることに注意させ，教

科書本文では people が A に相当すること

を確かめさせる。辞書の第2用例を参考に，

教科書本文が「私は人々が同じ質問をした

のを覚えている」という意味になることを

理解させる。

・ 辞書の第2, 3用例の角かっこを使った言い

換え部分にかたくと記されていることを

確かめさせ，所有格で言い換えた場合はか

たい表現になることに注意させる。

・ 語義 1～3 はいずれも文型表示があり，重

要な用法なのでチェックさせる。加えて語

義 3 に続くには remember に to 不定

詞が後続する場合と動名詞が後続する場

合の違いがまとめてあるので復習させる

のもよい。 

 



 

 

(2) number 1a, p. 1315.

 

・ 教科書本文が a number of countries と不

定冠詞 a と of の組み合わせになっている

のを確認させて，文型表示が a number of 

Aとなっている語義 1a に導く。赤字で示

された「いくつかの A」という語義と「多

くの A」を比較させる。教科書 Section 3 で

「26 か国を自転車で移動した」と述べてい

たので，この部分では「多くの国々」の方

が文脈にふさわしいことを理解させる。 

・ 文型表示が the number of Aとなってい

る語義 1b(p. 1316)をチェックさせる。冠

詞ひとつで意味に違いが出ることに注意

させる。 

  
・ 語義 1a に続くコーパスの窓には number を

修飾して，数の多少を表す形容詞について

言及があるので参照させるとよい。 
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(3) turn turn out, p. 2041. 

 

・ 重要成句として赤いアステリスク (*)が

turn outに付いていることをチェックさせ

る。教科書本文が turn out to be useful で

あることを確かめさせ，用法指示が～ 

out (to be) Cとなっている成句義(1)を参

照させる。の注記に「C は」と記さ

れており，教科書本文では形容詞の useful

が使われていることを確認させる。

・ 成句義から教科書本文が「この旅の経験が

将来役立つだろうとわかった」という意味

になることを理解させる。 

 ・ 文型表示の丸かっこ(  )に囲まれた部分は

省略可能であることに注意させる。辞書の

第 3，第 4 用例は共に形容詞が使われてい

るが，to be の有無の違いがあることを確

かめさせる。 


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Crown English Communication II, p. 11. 

 

one another,” or “What is most important for 

human beings is freedom; I am ready to give my 

life for freedom.”  Instead, I would just smile and 

(1)mumble, “Well, nothing much.  I may find my 

experience helpful in the future.  I don’t know.” 

I’m now 18.  At this point, I still cannot answer 

(2)definitively what I learned from my trip.  There is 

a long (3)stretch of road in front of me, branching off 

into a number of winding roads further ahead.  In 

the future, as I look back, I hope to be able to say 

what I learned from my trip.  All I can say now is 

that the boy who returned home was a different 

boy from the one who left Japan 16 months earlier.
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(1) mumble  1, p. 1259.

 

・ 教科書本文では引用文が続いていること

をチェックさせる。用法指示に ～ that

節/ 書直接話法と記された語義 1に導き，
意味を確認させる。 

・ 語義の末尾に「→say1a」と参照が示さ

れているのに注意させる。p. 1664 には直

接話法についてのコラムがあるので

適宜参照させる。 

 

 

(2) definitively definitive, p. 495.

 

・ 見出し語にない派生語もあることに注意

させる。definitively は definitive の項目の

末尾に~･ly という形で追い込み派生語と

して記述されているのでチェックさせる。

~ (スワングダッシュ)は見出し語と同じつ

づり部分の省略であることを確認させる。 

・ のロゴは付いているが，訳語は付いてい

ないことをチェックさせる。見出し語にな

っている単語から意味が類推しやすい場

合は訳語が省略されることもあるので注

意させる。教科書本文が answer と共に使

われていることから，よく一緒に使われる

語を示す山形かっこ〈  〉に「回答」と記

されている definitive の語義 2 を参照さ

せる。語義 2「決定的な，最終の」という

訳語から，副詞としては「決定的に，最終

的に」という意味になり，教科書本文が「決

定的に答えることができない」と述べてい

ることを理解させる。 

 

・ 同じページの下には派生語が見出し語に

なっている例(deflate の派生語 deflated, 

deflation, deflationary など)が，右側には

追い込み派生語になっている例(defray に

追い込まれた派生語 ~･able, ~･al, ~･ent

など)があるので，派生語がどのように扱わ

れているかの具体例としてチェックさせ

るのもよい。 

  
 

  

  

(3) stretch 1, p. 1870.

 
・ 教科書本文では a long stretch of road と

不定冠詞 a がついていることから，動詞で

はなく名詞を参照させる。 

・ 用法指示にa ～ of Aと記された語義 1, 
3を比較させて，road が細長く続くもので

あるため，語義 1の方が教科書のこの部分

にはふさわしいことを確かめさせる。

stretchの前に形容詞 longがついているこ

とから，教科書本文が「長く伸びた道」と

いう意味になることを確認させる。

 


